
安全・安心のまちづくり部会



課題の選定

・防災・防犯に
対する区民の
関心の高さ

（背景）

平成23年度第2回
かわさき市民アンケート(抜粋)



課題解決に向けた審議テーマの設定

大規模地震に対する防災対策として
・自助・共助による助かる命を守ることが重要。
・「防災」のうち、事前対策と緊急対策に重点を置いて
調査・審議を行う。

テーマ「大地震から助かる命を守る」

審議テーマの設定



前提とする地震の想定

・最大震度：６弱
・発生時間：冬・平日・１８時
・人的被害：麻生区内の死者43人
（火災26人、建物倒壊１２人、家具転倒ほか５人）

川崎市地震被害想定調査報告書（平成25年3月)から抜粋



具体策検討シートの作成

自助・共助・公助・
企業市民ごとに、

対策を洗い出し、
体系的に整理

この中から
区民会議が
取り組むべき
優先テーマを選定

拡大



優先テーマ
３つの最優先テーマ

1家屋の倒壊防止

・耐震補強が必要な家屋
の把握とその解消

・耐震診断・耐震補強工
事の実施の促進など

2家具の転倒防止 3火災予防
・火事発生への対応

・家具・電化製品の
固定化の促進、置き
場所の見直しなど

・火災予防対策、消火活動に
関する近隣での認識共有

・町会・自治会、マンション等
での消火器の設置・共用など

４ 災害時要援護者等への対応
５ 負傷者、生き埋め者の救助（一刻も早い救助、手当、安全な場所への収容など）

２つの優先テーマ

死者数を0にすることを目標に、区民による主体的な取組みにつなげる



モデル事業の実施へ

・区民意識の向上や防災対策の促進・啓発につなげるた
め、最優先テーマを踏まえたモデル事業の実施へ。

・地震発生の瞬間に命を守るために区民がすぐできる
対策として「家具の転倒防止」に重点。



モデル事業の概要

（その１）

◆戸建て系及びマンション系の家屋を各10戸程度
選定します。

◆実際に家具の転倒防止のため、固定工事や移動を
行います。

◆併せて、「家屋の倒壊防止」「火災予防・火事発生への
対応」の観点から、実施すべき対策を提案します。
◆明治大学建築学科（園田眞理子教授）、
建築技術者の協力によって実施します。



モデル事業の概要

（その２）

◆事前にお宅にお邪魔し、家屋の構造や家具等の状況を
調査し、最適な転倒防止対策を検討します。

◆居住者の方には、意向を伺い、納得の上で、
プロの建築技術者が対策工事を実施します。

◆対象家屋の居住者の方には、アンケートやヒアリング、
写真撮影等にご協力いただきます。

◆費用負担はありません。





家具固定には
様々な方法、道具
があります。

最適なものを選ぶ
ことがコツ。

市販の既製品でなく
ても工夫次第で。

冷
蔵
庫
も

固
定
が
必
要
。



モデル事業の募集・決定

◆対象：区内の戸建て系及びマンション系の住戸グループ
◆期限：平成25年8月19日（月）
◆募集方法：地域メディア等による広報など
◆応募数：マンション系１グループ
◆第12回安全・安心のまちづくり部会（8月21日開催）で選考

マンション系の
実施グループ決定

戸建て系は、１件からでも
申込みできることに条件を
変更し、再募集受付中
（9月30日まで最大10件）



モデル事業の実施

先行実施するマンション系スケジュール（予定）

〇協力世帯向け事前説明会・・・９月
〇各戸事前調査・・・９月
〇家具転倒防止工事・・・１０~１１月
〇実施後のアンケート・・・１１月~１２月

※戸建て系については、
各協力家庭のご都合をお聞きしながら、
スケジュールを決めていきます



今後の展開

◆モデル事業の経験を踏まえ、家具の転倒防止や、
家屋における地震安全対策のあり方・進め方を
考えます。

◆モデル事業の成果を、区民の皆様に広くお知らせ
します。

地震安全対策の施策の充実と、
区民の主体的な取り組みへ


